
都工賛歌について

都工賛歌は昭和 59年 10 月に創立 40 周年記念事業の一環として，当時の在校生並びに卒業生から

募集し，選曲された作品である。

詞は当時の電気科１年藤代信明君の作品であり，曲は昭和 26 年土木科卒業生椎屋廣二氏の作品で

ある。

都工賛歌は，応援歌的ならびに行進曲的要素に優れ，また演奏においては抒情的要素の備わった

作品であるので，校歌とともに母校を讃える歌として，日常の教育活動のすべての場において愛唱

してほしい賛歌である。
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